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ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
株
式
会

社
の
小
林
宏
彰
総
務
部
角
田
総
務

寄
付
あ
り
が
と
う    

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン（
株
）

課
課
長
は
7
月
16
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
立
谷
市
長
に
寄
付
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
長
年
に
わ
た
り
相
馬

野
馬
追
に
参
加
し
て
い
た
経
過
か

ら
、
今
年
は
寄
付
と
い
う
形
で
相

馬
野
馬
追
を
支
援
。

　

寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
立
谷
市

長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

途
絶
え
る
こ
と
な
く
相
馬
野
馬
追

を
継
承
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う 　

東
北
学
院
同
窓
会

　

東
北
学
院
同
窓
会
相
馬
支
部
の

遠
藤
正
一
支
部
長
ら
5
人
は
7
月

16
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
立
谷
市

長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

東
北
学
院
同
窓
会
相
馬
支
部
は

市
内
で
設
立
60
周
年
記
念
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
記
念
式
典
な
ど

の
開
催
を
中
止
し
、
寄
付
金
の
贈

呈
の
み
行
う
こ
と
を
決
定
。

　

目
録
を
受
け
取
っ
た
立
谷
市
長

は
「
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
東
北
学
院
大
学
は
本
自
治
体

に
も
多
く
の
人
材
を
輩
出
い
た
だ

い
て
お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

相
馬
は
7
月
25
日
、
原
釜
尾
浜
海

水
浴
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
相
馬
の
復
興

を
目
的
に
、
東
京
都
お
よ
び
一
般

社
団
法
人
日
本
ア
ス
リ
ー
ト
会
議

が
主
催
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

立
谷
市
長
は
「
相
馬
の
浜
で
、
大

い
に
青
春
を
楽
し
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

尾
浜
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
場

で
は
、
県
内
の
中
学
生
38
チ
ー
ム

125
人
を
対
象
に
元
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
高
橋
有
紀

子
さ
ん
や
佐
伯
美
香
さ
ん
に
よ
る

盛
り
上
げ
よ
う
、
相
馬
の
海

ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
講
習
会
と
男
女
別

の
試
合
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
の
指
導

を
受
け
た
後
、
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
上
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ

て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
海
上
で

ボ
ー
ド
に
立
ち
パ
ド
ル
を
漕
い
で

進
む
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ

パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
、
主
催
者

で
あ
る
柳
本
昌
一
一
般
社
団
法
人

日
本
ア
ス
リ
ー
ト
会
議
理
事
長
ら

が
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
と
伝
承

鎮
魂
祈
念
館
を
訪
れ
、
震
災
の
犠

牲
者
の
追
悼
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
の
言
葉
で
力
強
く 

少
年
の
主
張

　
「
少
年
の
主
張
」
相
馬
大
会
は

7
月
13
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
市
内
4
中
学
校

の
各
学
年
の
代
表
生
徒
12
人
が
自

ら
の
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
が
日
常
生
活
で
感
じ
て

い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
ま
と
め

て
発
表
す
る
こ
と
で
、
中
学
生
へ

の
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
で
43
回

目
。

　

部
活
動
な
ど
の
学
校
生
活
を
中

心
と
し
た
テ
ー
マ
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
の
諸
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
社
会
的

な
テ
ー
マ
ま
で
、
発
表
者
は
力
強

く
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

野
球
競
技
の
始
球
式
報
告
は
7
月

29
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
寶
佑

真
さ
ん
（
中
村
一
中
３
年
）
が
立

谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

寶
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
相
双
地
区
の
中
学
生
を

代
表
し
て
、
7
月
28
日
に
福
島

あ
づ
ま
球
場
で
行
わ
れ
た
開
幕
戦

（
日
本
対
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
）
で

始
球
式
に
登
板
。

　

寶
さ
ん
は
同
始
球
式
で
使
用
し

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
持
参
し
、

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
入
り
、
憧
れ
の
選
手
を
間
近

叙
位
・
叙
勲
伝
達
式  

遠
藤
功
一
さ
ん

　

叙
位
・
叙
勲
伝
達
式
は
7
月
20

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
瑞
宝
双

光
章
の
栄
誉
に
輝
い
た
遠
藤
功
一

さ
ん
の
遺
族
に
位
記
お
よ
び
勲
記
、

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
38
年
間
に
わ
た
り

学
校
教
育
に
尽
力
し
、
市
内
の
小

学
校
校
長
を
歴
任
。

　

在
職
中
は
特
に
養
護
教
育
に
力

を
注
ぎ
、
退
職
後
は
経
験
を
活
か

し
た
指
導
で
後
任
の
育
成
や
教
育

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

式
で
福
地
憲
司
教
育
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
遺
族
を
代
表
し
て
弟
の

遠
藤
忠
芳
さ
ん
が
「
兄
の
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ

た
私
た
ち
も
兄
の
思
い
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

侍
ジ
ャ
パ
ン
に
感
動 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
始
球
式

地
震
や
津
波
か
ら
命
を
守
る　

中
二
小
避
難
訓
練

夏
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル    

市
西
部
地
区
防
犯
協
会

　

夏
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

は
8
月
4
日
、
市
民
会
館
駐
車
場

に
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま

し
た
」
と
登
板
を
振
り
返
り
、
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
村
第
二
小
学
校
の
避
難
訓
練

は
7
月
16
日
、
同
小
学
校
の
児
童

380
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
地
震
と
大
津
波
警
報
を

想
定
し
て
行
わ
れ
、
児
童
ら
は
地

震
発
生
の
校
内
放
送
が
流
れ
た
あ

と
、
教
師
の
指
示
に
従
っ
て
机
の

下
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
引
き
渡
し
訓

練
が
併
せ
て
行
わ
れ
、
児
童
ら
は

迎
え
に
来
た
保
護
者
と
一
緒
に
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の

蔡
明
耀
副
代
表
と
中
華
民
国
歯
科

医
師
会
の
廣
内
世
英
会
務
顧
問
ら

は
7
月
29
日
、
馬
場
野
山
田
地
区

住
宅
団
地
を
訪
れ
、
同
団
地
の
住

民
に
マ
ス
ク
の
寄
贈
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
寄
贈
は
、
中
華
民
国
歯
科
医

師
会
（
台
湾
）
が
、
日
本
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
提
供
の
お

返
し
と
し
て
マ
ス
ク
の
寄
贈
を
計

画
し
、
寄
贈
先
の
相
談
を
受
け
た

廣
内
会
務
顧
問
ら
が
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
本
市
へ

の
寄
贈
を
提
案
し
た
こ
と
か
ら
実

現
し
た
も
の
。

　

廣
内
会
務
顧
問
か
ら
マ
ス
ク
を

寄
贈
あ
り
が
と
う    

台
湾
か
ら
マ
ス
ク
の
贈
り
物

で
行
わ
れ
、
関
係
者
25
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
中
村
西
部
1
区
か

ら
12
区
の
居
住
者
で
構
成
さ
れ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

を
目
的
に
青
少
年
の
非
行
防
止
や

防
犯
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
で
阿
部
勝
弘
副
市
長
は
「
防

犯
意
識
を
高
め
る
良
い
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

協
会
の
会
員
ら
は
3
班
に
分
か
れ

て
、
田
町
通
り
や
駅
前
な
ど
へ
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
住
民
ら
は
、
早
速
マ

ス
ク
を
着
用
し
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
て
い
ま
し
た
。
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松
川
浦
自
然
教
室
現
地
観
察
会

は
8
月
7
日
、
松
川
浦
鵜
ノ
尾

埼
灯
台
付
近
の
干
潟
で
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
25
人
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
松
川
浦
の
自
然

親
子
で
干
潟
の
生
き
物
を
観
察　

松
川
浦
自
然
教
室

和のおもてなし ふれあいお茶会
　社会を明るくする運動「ふれあいお茶
会」は 7月 17日、振興ビル 1階ロビーで
行われ、約 100 人の市民らが訪れました。
　同イベントは、振興ビルに来た方にくつ
ろいでいただくことを目的に、保護司会相
馬支部の主催。
　参加者は、簡単な作法を学びながら、お
茶やお菓子を楽しみました。

　

市
女
性
消
防
隊
の
夏
季
防
火
広

報
出
発
式
は
8
月
9
日
、
相
馬
消

防
署
で
行
わ
れ
、
各
地
区
の
女
性

消
防
隊
長
な
ど
11
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
渡
部
順
子
隊

長
が
「
市
民
に
火
の
用
心
と
、
連

日
の
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
対
策
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

隊
員
ら
は
、
消
防
署
員
や
市
職

員
ら
と
と
も
に
、
広
報
車
で
の
市

内
巡
回
に
加
え
、
大
型
商
業
施
設

で
防
災
啓
発
品
を
配
布
し
、
火
災

火
の
用
心
呼
び
か
け

  

市
女
性
消
防
隊
夏
季
防
火
広
報

収
納
率
の
向
上
に
貢
献

 

県
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

　

県
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
は
8
月

6
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
鈴
木

博
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
、
岸
孝
志
相
双
地
方
振
興

局
長
か
ら
鈴
木
副
会
長
に
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
、鈴
木
副
会
長
は「
行

政
と
連
携
し
て
、
国
民
の
三
大
義

務
で
あ
る
納
税
義
務
の
意
識
高
揚

の
た
め
、
組
合
員
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

予
防
や
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

米
な
ど
を
贈
呈

市
玉
ノ
井
部
屋
後
援
会

　

市
玉
ノ
井
部
屋
後
援
会
な
ど
に

よ
る
大
相
撲
玉
ノ
井
部
屋
へ
の
物

資
等
贈
呈
式
は
8
月
6
日
、
千
客

万
来
館
で
行
わ
れ
、
玉
ノ
井
太
祐

親
方
や
玉
ノ
井
部
屋
相
馬
市
後
援

会
の
関
係
者
約
10
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

同
後
援
会
は
、
大
相
撲
玉
ノ
井

部
屋
の
夏
合
宿
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
総
会
に
お
い
て
相
馬
夏
合
宿

に
代
わ
る
支
援
物
資
を
贈
呈
す
る

こ
と
を
決
定
。

　

当
日
は
、
立
谷
一
郎
同
後
援
会

会
長
か
ら
玉
ノ
井
親
方
に
相
馬
産

の
米
や
ノ
リ
な
ど
の
特
産
品
や
支

援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

や
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

自
然
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
川
浦
ふ

れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
の
主
催
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
講

師
の
鈴
木
孝
男
み
ち
の
く
ベ
ン
ト

ス
研
究
所
所
長
ら
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
干
潟
を
掘

り
返
し
カ
ニ
や
エ
ビ
な
ど
を
手
に

取
っ
て
観
察
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
所
長
は
「
松
川
浦
に
生
息

す
る
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
豊
か

な
海
を
育
ん
で
い
る
の
で
、
み
ん

な
で
こ
の
干
潟
を
大
切
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
、
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。
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